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森本  千絵　  もりもと  ちえ

アートディレクター・コミュニケーションディレクター
武蔵野美術大学視覚伝達デザイン学科客員教授

　1976 年青森県三沢市で生まれ、東京で育つ。武蔵野美術大学視覚伝達デザイン学科
を経て博報堂入社。2007 年、もっとイノチに近いデザインもしていきたいと考え、「出
会いを発明する。夢をカタチにし、人をつなげる」をモットーに株式会社 goen°を設立。
　松任谷由実、Official 髭男 dism、Mr.Children30 周年のアートワーク、広告の企画、
演出、商品開発、本の装丁、映画・舞台の美術や、動物園や保育園の空間ディレクショ
ン、青森空港のステンドグラス壁画を手掛けるなど、活動は多岐にわたる。
　また自社ブランド「mono°  goen°」EC サイトの立ち上げ、2022 年 2 月からは実店
舗としてこれまで紡いできた " ご縁 " からより豊かに進化するため、新たな「goen°」
を分かち合うための場所を広げていく。

　新たな計画では、「自分らしく  活きるために」という基本理念に、（女性・男性・性的マイノリティ、未婚、
既婚、子供を持つ人も持たない人も、障がいの有無、世代や文化などの垣根を超えた）すべての市民の個性、
多様性を尊重し、無理や頑張ることを求めすぎない人としての在り方を認め、活発なこと、生き生きしてい
ることを意味する「活」という文字を用いることで、生きる、生活する中で、自分らしさを最大限に発揮で
きる社会実現の願いを込めております。

「自分らしく  活
い

きるために」とは…

●
　三沢市出身で、アートディレクターとして多方面でご
活躍され、株式会社 goen°を主宰する森

もりもと

本千
ちえ

絵さんに、令
和 4 年度からを計画期間とする男女共同参画計画「第 3 次
みさわハーモニープラン」の発行に際し、描き下ろしてい
ただいたものです。

紙のイラストは…表

●ンセプトコ
男女共同参画計画ということを、
　

　　　　　　　　　　　　で表現していただきました。



　「おふくろの味」、「お父さんの日曜大工」といった言葉に象徴されるように、料理は女性がするもの、
力仕事は男性がするものといった固定観念は今も根強く残っています。これを「固定的性別役割分担意
識」と言います。
　「男なのに」、「女だから」といった性別によって「こうあるべき」という考え方や性別に縛られず、
個性や能力を発揮し、誰もが責任を分かち合いながら、理解し協力し合うことを「男女共同参画」と言
います。

男女共同参画って何？

男女平等と男女共同参画計画の違い
　男女平等とは、経済や政治分野などにおいて、男性に与えられた権利が女性に与えられていなかった
り、男性が扱うことを前提に定められた基準などにより、多くの場合は女性にとって不利な状態を是正
する意味で使われてきました。
　一方で、男女共同参画とは、男女平等を当然の前提としたうえで、さらに、女性や男性、LGBTQ+（性
的マイノリティ）が個性に基づいて能力を十分に発揮できる機会や、社会のための政策や事業などの計
画に加わることを言います。

女性にはメリット！男性には…？
　男女共同参画と聞くと、女性のためのものと思う方がいるかも
しれません。しかし、男女がともに計画に加わることで、

・女性が働きやすくなり、男性の長時間労働が軽減される
・結婚以後の生活が、男性の稼ぎに依存されることを防ぐ
など、男性にとってのメリットもあります。
　夫婦ともに正社員で共働きしている場合、お小遣いが多くなる
というデータがあるそうです。男女共同参画が推進されると、あ
なたのお小遣いが増えるかもしれません！？

　この計画では、LGBTQ+（性的マイノリティ）への配慮
と支援についても施策に取り込んでいます。からだの性
とこころの性が一致しない人、性的な指向が同性や両性

（男女両方）に向いている人など、様々な人たちが存在し、
これらの特徴がおかしなことではないということを正し
く伝え、そのことで悩む人達を支援する体制を作ること
としています。

性的マイノリティとは、多数派とは違った性的指向を持つ性的少数者（セクシャルマイノリティ）を表し、Lesbian（女性同性愛者）、
Gay（男性同性愛者）、Bisexual（バイセクシャル）、Transgender（性同一性障がい者を含む、心の性別と体の性別が一致しない人）、
Questioning（自身の性自認や性的指向が定まっていない、もしくは意図的に定めていないセクシュアリティ）または Queer（性
的マイノリティを包括する言葉）のアルファベットの頭文字を取った言葉で、さらに X-gender（男女どちらとも異なる性自認の人）
や Asexual（恋愛感情を抱くことはあっても性的欲求を抱かない人）といった多様な性的少数者を含める呼び方。

woman

man

LGBTQ+ への理解



自分らしく 
活

い

きるために

人づくり

環境づくり 仕組みづくり

共同参画の
理念の浸透

地域社会づくりと
労働環境の整備

多様な価値観が
認められる基盤整備

　計画の認知度および理解度の促進を目指し、計画の柱に据え
る 3 つの基本目標には、
1．" 人 " に関する意識や教育、人材の登用といったもの
2．施策、支援といった " 仕組み " に関するもの
3．地域や職場、仕事などの " 環境 " に関するもの
を掲げました。これまでの計画や実施してきた中で抽出された
課題を再分類し、関連する施策を実施することとしています。

　男女共同参画計画は、10 年の計画期間を定めて取り組みを行います。しかし、" いつ来るか分からない
災害への備え " や " いじめや DV、人の生死に関わるもの " など、緊急性の高いものは「緊急度 A」として、
数年で一定の成果を目指した取り組みを実施します。
　一方で、" 意識の啓発 " や " 教育 " など、成果まで時間を要すると考えられるものについては、10 年の
計画期間内で、長期的な取り組みを行うことで成果を目指します。
　その他の事業および施策は、5 年を目途に一定の効果を目指すほか、アンケート調査などの検証結果を
踏まえて、進捗状況を確かめながら実施してまいります。

令和 4 年
（2022）

令和 5 年
（2023）

令和 6 年
（2024）

令和 7 年
（2025）

令和 8 年
（2026）

令和 9 年
（2027）

令和 10 年
（2028）

令和 11 年
（2029）

令和 12 年
（2030）

令和 13 年
（2031）

令和 14 年
（2032）

毎年度：具体的施策の進捗状況確認

第 3 次みさわハーモニープラン
（計画期間：10 年）

緊急度 A ※ 1

緊急度 B ※ 2

緊急度 C ※ 3

緊急度 D ※ 4

意識
調査

検証
改善

意識
調査

次期
計画
策定

Point 1．3 つの視点から、男女共同参画を進めます

Point 2．期限を設けて取り組みを行います

緊急度について
※ 1：命に関わるものや、早急な対応が必要と考えられる事業
※ 2：5 年を目途に一定の成果を目指し取り組む事業
※ 3：市民意識調査等の検証を踏まえつつ、改善を行う事業
※ 4：成果まで時間を要するもの、長期的な取り組みが必要と考えられる事業



　三沢市におけるこれまでの取組みを継承しつつ、さらに男女共同参画を推進するために 3 つの柱を据え、
14 の課題を整理し、それぞれに施策の方向を定めて、人口減少や急速な少子高齢化、家族形態やライフス
タイルの変化など、多様化する価値観や生活環境に対応していきます。

　SDGs と は、 国 連 サ ミ ッ ト で 採 択 さ れ た「 持 続 可 能 な 開 発 目 標
（Sustainable Development Goals）」の略称です。

　男女共同参画計画においても、2030 年を期限とした 17 の開発目標に
ついて、それぞれの課題を意識しながら、取り組みを進めてまいります。

　世界の半分の人口を占める女性が差別なく社会進出できれば、途上国が抱える問題で
ある貧困・教育・経済成長といった問題の解消が可能であるとされています。
　昨今、ハラスメントに対する意識も変化しつつあります。身近な取り組みとして差別
的な意識への正しい理解を身に付けることが大切な一歩となります。

※ 1：女性活躍推進法関連項目 ※ 2：配偶者暴力防止法関連項目

基本目標 課　題 施策の方向 緊急度

1. 日常生活における男女共同参画の推進
男女共同参画へ向けての環境づくりの推進 D
家族における男女共同参画の意識啓発※ 1 B・C

2. 共同参画・平等意識の啓発及び醸成
人権尊重の推進 A
男女共同参画社会づくりに向けての意識啓発 B

3. 教育における男女共同参画の推進
個性と性を尊重した教育の実施※ 1 B
教職員への研修の実施 B

4. 女性の視点に立った防災対策・災害時対応
多様なニーズに応える防災マニュアル整備と活用 A
避難所等におけるそれぞれのニーズ分析 A

5. 地域における女性活躍の推進
附属機関等への女性委員の登用※ 1 B・D
女性リーダーの育成※ 1 C・D

6. 男女共同参画情報等の収集・提供
情報の収集・提供・発信及び調査・分析・研究 C
定住自立圏での連携した取り組み D

7. ダイバーシティ（多様性）の理解と確立
「ユニバーサル・タウン」の推進 B・D

介護者（高齢者等）の負担軽減 B

8. 健康づくりの推進
生涯を通じた健康づくりの啓発と体制整備 B
自殺予防への取り組み A

9. 母子保健施策の推進
妊産婦・小児保健医療対策の充実 B
思春期保健対策の充実 C

10. 福祉施策の充実
多様なニーズに応えるサービスの充実 B・C
ひとり親、生活困窮・貧困世帯の救済 A・B

11. あらゆる暴力、ハラスメントの根絶
暴力、ハラスメントを生まない環境づくり※ 2 A・B
被害者からの相談体制の確立※ 2 A・B

12. 新規・継続就労に関する支援
女性のキャリアアップの促進※ 1 B
県・ハローワーク・商工会等関係機関との連携 B・C

13. 就労環境の改善
ＩＣＴ化の推進 B
柔軟な働き方に対応した環境整備※ 1 C

14. ワーク・ライフ・バランスの推進
子育てや介護等の家庭生活支援の充実※ 1 B・C
仕事と家庭の両立のための環境整備※ 1 C・D
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Point 3．SDGs の理念を意識しながら事業を実施します


